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最初のタイの村の調査がそういうデザインになっていた

んです。チームでやる調査で、日本人の研究者が 12 ～ 13 人は

村に住み込んでいました。僕は主に水田農業の調査をしていまし

たけれど、ある人はいろんな世帯を回って家計調査をしたり、あ

る人は宗教の調査をしたり。そういうふうに役割分担して、後で

全てデータを合わせるというデザインだったんです。

その時はまだ深いことを考えていないから、論文を書けて良かっ

たぐらいのことだったんですが、その村の変化を 10 年、20 年と

見て、いったい何でこういうふうに変わってくるのかを考えるよう

になると、村のいろいろな側面のデータをもっていることが大きな

強みになりました。

私が調査をしたのはちょうどタイで高度経済成長が始まるころで、

私は、生産性があまりに低いので、この村の農民はいずれ農業をやめ

ると思ったんです。でも 20 年たっても続いていて、かつ農家がけっ

こう農業に投資をしていて、農家数自体も増えている。なんでやねん、

と。農業の経済性だけでは説明できません。そうなると、それぞれの

世帯でお父さんお母さんは何をしてるのだろう、おじいちゃんおばあ

ちゃんは、あるいは子育てはどうなんだろうと、いままで焦点を当てて

なかったようなことが見えないと農民の考えが分からないわけです。

そういうのをずっとやっているうちに、なるほどこの農村は高

度経済成長のなかでこういうふうに変遷してきたんだなという、

全体像が徐々に見えてきました。

僕は農業技術の研究をしているわけですから、農業生産を

増やすとか、災害に強い農業にするとか、基本的にはそういう視点

で見ていました。だから博士論文の仕事も、コメの生産をいかに安

定させるか、いかに増やすか、そのためにどういう技術的な解があ

るかがトピックでした。博士論文をまとめたのが 1986 年。

しかしその後、農業は、環境保全との関係で悪者扱いされるよ

うになります。

農薬の過剰な施与や、農地拡大のための森林伐採が問題視され

ました。確かにそういう面もあるなと思い始めて、じゃあどこで農

業生産と環境保全が一番シリアスにぶつかっているのかを考えま

1980 年代初頭に学部生で、当時、農業土木は 1 学年 20 人

でした。僕は大阪の都市部の出身で実家は農家でもなかったんです

が、その 20 人のなかに会津の農家出身が 2 人いたんです。すごく

頭が良くて真面目で、日本の農業に対する愛のある 2 人でした。

日本の農業はこの 2 人に任せようと思って、海外のことをやり

たいと先生に言いました。だけど当時は先生でさえ、海外に調査

に行く機会が年に 1 回あるかないか。ましてや学生が調査に行く

機会なんてほとんどなかったんです。それでも修士の時は、イン

ドネシアのジャワ島で海外事業を実施している企業を紹介しても

らい、1 か月現地に行かせていただいて調査し論文を書きました。

そして博士課程に入る時に、この研究所（当時は東南アジア研

究センター）の先生に海外で調査する機会がないか聞きに来た

ら、たまたまタイのプロジェクトが始まったところだったんです。

次はそれに行かせていただきました。
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フィールドワーク 京都大学 × IHI

IHI は長きにわたり、多くの製品を世の中に送り出してきまし

た。旧社名である、「石川島播磨重工業」の銘板が付いた機械装

置が、おそらくは、もう 50 歳を超えるであろう装置でも、現役

で活躍している姿を目にすることも少なくありません。IHI がこ

れまでに提供してきた製品群は、発祥の祖である船舶建造に始

まり、エネルギー供給機器であるボイラや、人の暮らしを支え

る橋梁や水門、人の移動を担うジェットエンジンや過給機など、

広義の社会のインフラとして、人々の快適で安全・安心な生活

に資することを企業価値としてまいりました。

時代は進み、満足のための消費から自己表現のための消費へ

の変化や、社会インフラに対する投資の減少など、何もかも新

しいものにリプレイスしていくことができない社会構造への変

化に伴い、IHI も「お客さまと一体となって、お客さまの現場で

価値ある製品・サービスを進化させることができる企業」への

進化を目指しています。

しかしながら、その変化・進化を果たそうとするときに、わ

れわれはハタと立ち止まってしまったのです。われわれは、何を

真の価値としてお客さまに製品を提供してきたのだろう、誰を

真のお客さまとして製品を送り出してきたのだろうか、そして、

お客さまが本当に望むものを作ってきたのだろうか、と。

技術広報誌である「IHI 技報」の 80 周年企画を考えるに当た

り、過去を振り返るだけではなく、目指す未来へ向かう姿を示

す企画にしたいと強く考えました。

IHI の製品は、お客さまのもと、お客さまのオペレーションの

なかで、しっかり働いています。しかし、あらためてお客さまの

姿を見つめ直そうとしたときに、「IHI の製品はお客さまからどの

ように見えるのだろうか」、そして、「IHI 製品の働きぶりをもっと

もっと知るべきだ」という、二つの思いを強くもつに至りました。

「IHI 製品の働きぶりを知ろう」としたとき、「きちんと見るこ

と、理解すること」を学ぶ必要があると考えました。現在は、セ

ンサー類を配置するモニタリングの技術と AI とビッグデータで
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予測をする技術があふれています。しかし、われわれが、「お客

さまの行動を理解し、そのなかの潜在的なペインに共感し、それ

らにソリューションを提供できるようになること」を目指すの

であれば、学ぶべきは、まず、フィールドに出てお客さまと共に

行動し、行動の真意を理解する「手法」であると考えたのです。

IHI と京都大学は、長きにわたり連携をしてきましたが、あら

ためて、地域の文化や人類の進化など、社会と科学の融合のなか

にある真理の究明に、京都大学が当たり前に用いてきた「フィー

ルドワーク」を学びたいと考えました。「フィールドワーク」は

単なる観察ではなく、真理を究明するためのサイエンスである

と考えています。

また、IHI は 2018 年度、東北芸術工科大学と共に「I-To Lab.」

を設立し、IHI に欠けていると感じている「お客さま目線」の醸

成を支援していただく体制を構築しました。そのなかで、われ

われが「お客さまのご要望をかなえている」と考えている製品

群を、「お客さまの要望を形にするデザイン」を考える東北芸術

工科大学の目線ではどう捉え、どのように「デザイン」するの

かを知りたいと強く思いました。そして、その「デザイン」を

見たときに、われわれがどのように感じるのかも知りたい、と。

そこで、本号の構成・編さんをお願いし、真のお客さまの望む

価値を知るきっかけとすることにしました。

イノベーションの実現には、Art、Design、Science、Technology

の融合が不可欠であるといわれています。IHI は Technology に

軸足を置いた企業です。京都大学と東北芸術工科大学との連携の

なかで、Design と Science に係る力を醸成し、さらに Art も加え

て、新たな「未来」に向けて歩き始めたいと思っています。
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何度も足を運ばれて、単に調査するのではなくて、コミュニ

ティーの中に入るということをされていますが、そのきっかけは。

先生にはデザイン思考の第 1 ステップであるフィールド

ワークを体現されている方としてインタビューさせていた

だきたいと思います。まず先生は大学では農業土木を専攻

されていましたが、なぜ東南アジアを対象に研究されるよ

うになったのでしょうか。

現在、先生は人間の生活と自然との調和ということに注目

されていますが、当時は何を見てこようと思っていらした

んですか。
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した。それは平地ではない。平地は何十年何百年と水田をやってき

ているので、農業生産と環境保全のバランスがすでに確立されて

いるんですよね。

だけど山地に行くと、例えば焼畑農業など、日々農業生産と環境保

全政策がぶつかっているような場があった。それで 90 年代半ばぐら

いから東南アジア大陸山地部での調査を始めました。そこには環境調

和的な農業も環境破壊的な農業もあって、農業生産と環境保全の関

係にもいろいろなものがあるんだな、というのが見えてきました。


